
技術・家庭科（技術分野）の学習プロセスの例（たたき台）
既存の技術の理解と
課題の設定

技術に関する科学的
な理解に基づいた
設計・計画

課題解決に向けた
製作・制作・育成

成果の評価と次の問
題の解決の視点

・既存の技術を理解した上で、
生活の中から技術的な問題を
見出し、それに関する調査等に
基づき，現状をさらに良くしたり，
新しいものを生み出したりする
ために解決すべき課題を設定す
る。

・課題の解決策を条件を踏まえ
て構想し、試行・試作等を通じ
て解決策を具体化（設計・計画）
する。

・解決活動（製作･制作・育成）
を行う。

・解決結果及び解決過程を評価
し解決策を改善する。
・更なる改良点を検討する。
・新たな技術的課題を発見する。

問題の発見と、課題の設定 課題の解決策の具体化 解決活動の実践 解決活動のふり返り

→
過
程
の
評
価
と
修
正

→
過
程
の
評
価
と
修
正

→
過
程
の
評
価
と
修
正
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○生活や社会に存在する課題
の認識

○解決すべき課題について思
考

○更なる改良点の検討

○ 問題解決に向けた、技術の選択，管理・
運用，改良，統合等

○解決策に関する判断

○解決策及び解決作業の計画の表
現（製作図，作業計画等）

○解決作業の表現（作業記録，修正
活動記録等）

【目指す資質・能力】 ※下記に示す各プロセスは例示であり、下例に限定されるものではないこと

○解決手順の計画及び修正 ○生活や社会に存在する新た
な課題の認識

思
考
力

判
断
力

表
現
力

技術分野における見方や考え方

（技術の特性に着目し、倫理観をもって、安全性、
社会からの要求、環境負荷、費用等を踏まえ）

技術に関する科学的な理解①

・技術に用いられている科学的な特
性（原理・法則）についての理解

技術に関する科学的な理解②

・技術分野の見方や考え方を踏まえ、処理手順が最適なも
のとなるよう思考・判断しながら選択、管理・運用、改良、統
合等を行い、技術に関し深い理解

知
識
理
解
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